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環境にやさしい暮らし

丸正びん(茶色)主に料理酒

茶色のびんに
丸正マークの
刻印が目印

※Ｒびん・丸正びんとは容器の規格を統一した
リユースびんのこと

900mlびん

200mlびん

※テポ゙ーでは取り
扱っていません

牛乳びん

超軽量
900ml

超軽量
500ml

超軽量
360ml

広口
350ml

ドレッシング
200ml

ゴミが減る
使って

リユースびん 返して

Rびん

生活クラブのグリーンシステムはびんを回収・洗浄してリユース（再使用）、

プラスチック類をリサイクルするしくみです

牛乳、調味料やドレッシングなどに使われているRびん、料理酒などの茶色い丸正びんを

回収して、再使用しています。使い終わったびんは洗って配達便またはテポ゙ーへ返却しま

しょう！繰り返し使えるRびんを利用することでごみを減らせます。

Rのマークの刻印が目印→

↓↓↓リユースできるびんはこちら↓↓↓

牛乳びんは、50回以上
くり返し使し使えるよ
うに作られています

●リユースびんの返し方のポイント●

❶キャップを外す

❷ラベルを外す

❸軽く水洗い

❹配達便または
テポ゙ーへ返却

Rびんのキャップは自治体の
回収へ出してください。

紙ラベルはお湯につけておくと
はがれやすくなります。はがす
際は、びんに傷を付けないよう
にしてください。はがしにくい
時は無理せずそのまま返却して
ください！！

傷が付かないよう金属タ
ワシなどは使わず優しく
洗ってください。

牛乳キャップは回収してリサイ
クルしています。回収した牛乳
キャップ5個で「ごみ袋（Ｌ）」
が1枚作れます。

グリーンシステム
について詳しくは
こちら↓

★10月11月はRびん回収率アップ
キャンペーン実施中！詳しくは配
布されるチラシをご覧ください。

まちづくりのページ
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1人がひとつリユースびんを
使ったら1個だけど

100人が使ったら100個
1,000人が使ったら1,000個

10,000人が使ったら10,000個
ゴミを減らすことができるよ！

みんなで
使おう！

リユース
びん

びんのリユースシステムは脱プラ・脱
炭素社会に不可欠な取り組みです。
このシステムを維持するためには、そ
れぞれのびんを一定のボリューム以上
「消費する」必要があります。
。

生活クラブのRびんは
自治体のリサイクルに
は出さないでください。



生活クラブの

たすけあいビギナーズ

　共済も「消費材」なのはなぜ？

ほっこり　たすけあい

生活クラブが消費材として取り組んでいる「共済」。

給付申請した方にお話を聞いてみました！

事例紹介
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Q＆AQ＆AQ＆AQ＆A

Than
k
yo

u～　こんな風に役に立ってます！


生活クラブの組合員は、専門スタッフによる保障の見直し（無料）を利用できます

　　　　　　　　　　　　　　　電話番号(コールセンター）：042-452-9797

H.Kさん　給付申請手続きが簡単にネットで完結！

　共済編

夫は年に1度春に会社の人間ドックを受けます。毎年大きな問題なく終わっていたのですが、その年は

帰宅するなり「検査をしたら大腸ポリープが何個かあったので、取ってもらうことにした。日帰り手

術の予約も取ったから。」とのことでびっくり。検査の結果、切除したポリープは良性の物だとわかり

ました。

「告知緩やか1000円コース」に加入しているので、日帰り入院で2千円と手術で5千円、合わせて7千

円が簡単な給付申請で振り込まれました。手続きが簡単にネットで完結するのが良いですね。


N.Sさん　

娘が小学4年生の時に道路で転んで顔と肘と膝に怪我をしました。CO・OP共済の《たすけあい》

J1000円コースと生活クラブ独自の共済、ハグくみ(1,000円/月）に入っていたのでそれぞれに申請

をしました。事故(ケガ)通院の日額2000円、2日分だったので両方から4000円、合計8000円の給付

金を受け取りました。自治体の医療費助成があって自己負担はなくても、共済は給付されます。娘が

5歳の頃にも骨折で通院して給付金を受け取ったこともありました。なるべくケガはしてほしくあり

ませんが子どもは予期せぬケガが多いので、もしもの時にとても助かっています。

子どものケガ通院1日からでも使える！

　　全5回

QQQQ

AAAA 利用者と出資者（組合員）がみんなで支え合ってたすけあうことを目的と

している共済は、「消費材」と同じように一度作って終わりでなく、みんな

で知恵を出し合いよりよいものに育て続けています。

だから利用者の立場でなるべく多くの人が入りやすく、必要な時に速やか

に助けが届くように、定期的に保障内容の見直しを行っています。

まちづくりのページ
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